
まえがき＝ Y2O3を添加した部分安定化ジルコニアは，
耐熱性・耐摩耗性に優れ，高強度かつ高靭性を有するこ
とから，構造用材料や電子部品材料，生体材料として注
目されている1）～4）。Y2O3添加ジルコニアでは，正方晶か
ら単斜

などを対象にEBSP法を用いて方位解析を実施し
た例が報告されている10）～15）。また，ジルコニアについ
ては，結晶粒径が数μmの比較的粗大な組織を持つ立方
表 1），試

料表面をコロイダルシリカ研磨によって平滑かつ研磨に

was possible with this technique. However, it was difficult to distinguish tetragonal zirconia from cubic 
zirconia with a high confidence. The results also showed that the EBSP technique iet¶sue ted tue a§cation 
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方位差が 5°以上の境界を結晶粒界とみなして結晶粒径
分布を算出した結果を図7に示す。これらから，試料TC
は，平均結晶粒径 0.29μmの均一な等軸粒組織であるこ
と，特別な配向性を持っていないことがわかった。
　以上の結果から，正方晶／立方晶の複相材に対して
は，相同定は困難なものの，組織形態や結晶粒径の評価
などに EBSP 法が有効であることがわかった。
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